
 

源氏物語の鑑賞支援ツールの開発・整備 
―源氏物語に興味を持つ人たちの新たなコミュケーションツールを目指して― 

 

１．背景 
このプロジェクトの開始当時、源氏物語の本文、注釈、現代語訳などを使いやすい形に整理して公開するWebサイトとして、

「源氏物語の世界 再編集版」がありました。このサイトでは、高千穂大学の渋谷教授がWebサイト「源氏物語の世界」で公開して
いる源氏物語の本文、注釈、現代語訳などを、専用のプログラムを作って再編集したものを公開していましたが、渋谷教授の本

文、注釈、現代語訳に特化していたため、柔軟性に欠け、コンテンツの追加や拡張が容易ではありませんでした。 
 

２．目的 
 そこで、今回のプロジェクトでは、この再編集プログラムのデータ構造に着目し、それを整理・改善して柔軟性を高めることにより、

ボランティアなどの第三者が、コンテンツを容易に拡張できるようにすること、しかも、複数の第三者が独立に拡張作業を行っても、

混乱なく、容易にコンテンツが拡張できるようにすることを目標に開発しました。 
 

３．開発の内容 

３．１目標 
下図は、この目標のイメ

ージを説明したものです。白

い部分は、プロジェクト開始

当時の「源氏物語の世界 

再編集版」にすでにあった

部分、水色の部分が、今回

の目標とする部分です。 
 

 
今回のプロジェクトでは、

この目標をXMLとPHPを使
って実現しました。その概要

を順を追って以下に説明し

ます。 
 



XMLデータファイル群
（各ファイルは章毎に

分けて作られている）

動的再編集処理ページ （サーバ側のPHPスクリプトで生成） 
・ 
・ 
・ 

<XML id="xmlInput" src="・・・text48.1.xml" /> 
<XML id="xmlInput" src="・・・version48.1.xml" /> 
<XML id="xmlInput" src="・・・yosano48.1.xml" /> 
<XML id="xmlInput" src="・・・notes48.1.xml" /> 
<XML id="xmlInput" src="・・・yosanoRuby48.1.xml" /> 
<XML id="xmlInput" src="・・・eiri48.1.xml" /> 
<XML id="xmlInput" src="・・・unesco48.1.xml" /> 
<XML id="xmlInput" src="common.xml" /> 
<XML id="xmlInput"><変換仕様> 

フォームで指定された再編集仕様に関する情報 
</変換仕様></XML> 
<XML id="xslCnv2" src="combine.xsl.xml" /> 

・ 
・ 
・ 

<SCRIPT> 

すべてのXMLデータを連結する処理 

XSLTを使って動的に再編集する処理 

</SCRIPT> 
・ 
・ 
・ 

 

渋谷栄一訳 

本文

与謝野晶子訳 

渋谷栄一による注釈・出典・校訂 

与謝野晶子訳のルビ 

絵入源氏物語の挿絵 

ユネスコによる絵入源氏物語の挿絵と解説

動的再編集処理の共通仕様

動的再編集処理のためのXSLTスタイルシート 
すべてのXMLデータを連結したもの 

HTML （最終的に表示するもの） 

新たなテキストを

アップロードする

と、このプルダウ

ンメニューに対

応する選択項目

が自動的に追加

される。

新たなコメントを

アップロードする

と、この部分に

対応する行が自

動的に追加され

新たなオブジェ

クトをアップロー

ドすると、この部

分に対応する行

が自動的に追加

される。 

  
３．２再編集仕様の設定 
 今回の目標である、複数の第三者がコンテンツを追加・拡張できるということは、裏返して言うと、どのコンテンツを表示するかを
固定できない、多くのコンテンツの中から必要なものだけを選択

して表示できるようにする必要があるということになります。 
そこで、右図のようなフォームで以下のような再編集仕様を設

定できるようにしました。 
 どのテキストを対照表示するのか。プルダウンメニューの中
から好きなテキストを好きな順序で選んで指定できます。ま

た、対照表示する段組数も任意に設定できます。 
 コメントをテキストからリンクするとき、どのコ
メントで、どのHTMLタグを使ってリンクす
るのかを任意に指定できます。 

 テキストの途中にどのオブジェクトを挿入
するのかを任意に指定できます。 

 
これらは、従来の「源氏物語の世界 再編集

版」では固定になっていて、変更できなかったも

のです。 
今回は、何がアップロードされているかをチ

ェックして右のようなフォームを動的に生成する

ことで、新たなコンテンツ（テキストやコメント、オ

ブジェクト）が追加されたときには、自動的に、

その項目が現れるようにしました。 
 

３．３動的再編集処理 
再編集仕様を設定して実行ボタンを押すと、サーバ側のPHPス
クリプトによって動的再編集処理ページが生成されます。このペ

ージには、以下のものが含まれています。 
 必要な各XMLデータファイルへのリンク（XMLタグを使用した直リンク） 
 フォームで指定された再編集仕様を収めたXMLデータ 
 動的再編集処理のためのXSLTスタイルシートへのリンク（XMLタグを使用した直リンク） 
 すべてのXMLデータを連結して１つのXMLにするスクリプト 
 XSLTを使って動的に再編集するスクリプト 

 
 

これをInternet Explorerで解釈実行することによって、再編集処理が行われます。 
したがって、動的再編集処理の大半は、クライアント側で実行されることになります。 



 
３．４再編集結果 
再編集処理が終了すると、下図のような再編集結果が現れます。 

 
 
この図の再編集仕様は、従来のHTML版での表示形式にあわせてあるので、従来のHTML版を知っている場合には、あまり
代わり映えしないと感じるかもしれません。しかし、この表示形式は、従来の「源氏物語の世界 再編集版」では固定になっていて、

変更できなかったことにご注意ください。再編集仕様を変えれば、大きく異なった表示形式にすることもできます。 



 
４．従来の技術（または機能）との相違 
このXMLとPHPによる動的再編集方式を、従来のHTML版での静的再編集方式と比較すると以下のようになります。 
分類 項目 ＸＭＬ版（新：動的再編集方式） ＨＴＭＬ版（旧：静的再編集方式） 

新たなテキ

ストやコメン

ト追加 

テキストファイルと簡単な定義フ

ァイルをアップするだけで追加

可能 

再編集プログラムの修正が必要。 

長所 
修正内容の

反映 

修正内容をアップするだけでた

だちに反映される。 

①管理者が修正内容を統合し、②再編集プログラムを実行して全

５４帖のデータを再生成し、③実行結果（再編集結果）をアップす

る、という操作が必要。 

性能 
クライアントマシンのCPUパワー
を消費する。 

通常のブラウズと同程度のCPUパワーですむ。 

欠点 

ブラウザ 
Internet Explorer 6.0以降に

限定 

Internet Explorer 4.0以降に対応。また、制限つきながら、

Netscape 4.7やw3mなども使用可能  
 

５．期待される効果 
ボランティアなどの第三者がコンテンツを容易に拡張できるようになり、しかも、複数の第三者が独立に拡張作業を行っても、混

乱なく、容易にコンテンツが拡張できるようになりました。 
 

６．普及（または活用）の見通し 
本システムを本格的に普及させるためには、現時腕は、まだ以下の課題が残っています。 

 当初、sourceForge.jpに本プロジェクトのWebサイトを立て、第三者にもsourceForge.jpのユーザ登録をしていただいてア
ップロードしていただくことを考えていました。しかし、sourceForge.jpのWebサイトにはSSHでファイルをアップロードする
必要があり、しかも、そのSSHの認証基準が極めて厳しく、Windows用の広く使われているSSHツールだけでは簡単には
アップできないことが判明しました。このため、ITに弱い人が多い源氏物語の愛好家たちに、このSSHを使ってもらうことは
困難と考えて、sourceForge.jpの利用は断念しました。 
この結果、当面は、メールなどでアップロードファイルを受け取る必要があります。しかし、これでは、せっかく実現した高い

拡張性を損なってしまうことになりかねないので、第三者がWebから簡単にアップできる仕掛け（ユーザ登録、認証、管理、
アップロード）の整備を急ぐ必要があります。 

 現在、注釈などのXMLには、pos="桁位置"などの手入力困難な属性が入っています。第三者が注釈や解説などをアップ
する場合、そのXMLファイルは手入力する場合も多いと思いますが、そのような場合に備えて、このpos属性などを設定す
るツールも別途作成する必要があります。 

 
これらの課題を早急に解決し、いずれは、源氏物語に興味を持つ人たちの新たなコミュケーションツールとして使われるツール

に進化させたいと考えています。 
 

７．開発者名（所属） 
宮脇 文経 （株式会社エス・クルー） 
宮脇 清美 （株式会社みずほ銀行） 
 

（参考）開発者ＵＲＬ 
名称 作者 ＵＲＬ 

源氏物語の世界 再編集版 ＸＭＬ形式 

（源氏物語の鑑賞支援ツール） 
宮脇文経

http://genji.nce.buttobi.net/xml/php/ 
ただし、Webページからリンクするときは以下のURLでリンクしてください。

http://genji.nce.buttobi.net/?redirect=xml 

源氏物語の世界 再編集版 ＨＴＭＬ形式 宮脇文経 http://www.h2.dion.ne.jp/~miyawaki/Genji/ 
源氏物語の世界 渋谷栄一 http://www.sainet.or.jp/~eshibuya/index.html 

 
 
以上 


